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アブストラクト： 

細胞から三次元組織構造体を作製し疾患部位に移植する再生医療，および，薬剤や化粧品などの毒性・効能試験（in vitro試験）において，生

体に近い機能を有する三次元組織の構築が求められている．その機能を再現するためには，生体組織の緻密な階層構造を模倣する技術が重要と

考えられ，近年マイクロサイズの細胞凝集体（マイクロ組織ユニット）を積木細工のように積み重ねることで，組織の階層構造を再構築する手

法が提案され注目を集めている． 

 

本講演では，筆者の近年の取り組み（１）マイクロ加工技術を用いた培養細胞の規格化，（２）空間配置制御による三次元立体組織の構築方法，

（３）微小血管モデルの作製，について紹介し，ボトムアップ手法による機能性組織構築実現への展望について述べる． 
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